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試合結果（夏季選手権・代替埼玉大会）２回戦  

８月１０日（月）～朝霞市営球場～ 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 

市立浦和 2 0 0 0 0 0 1 
7ｲﾆﾝｸﾞ制 

3 

浦 和 東 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

  寝不足な中での公式戦となりました。 

  前日深夜、本校野球部女子部員２名（佐藤・鈴木）の特集をしていただいたＴＢＳのスポーツ

番組・Ｓ１を生で観させていただいたからです。 

 

  恰好をつけた言い方に感じたら申し訳ありませんが、教員という仕事で一番嬉しいのは「生徒

の成長を感じた時」です。佐藤や鈴木は入学した頃、自分の考えや意志をしっかりと伝えられる

タイプではありませんでした（番組を観て、「成長したな」・・と思いました）。また、高校生の嘘

偽りのない本心、本音というのはグサリと心に突き刺さるな・・と。いつか、男女という垣根を

超えた公式戦が行われる日が来ることを願います（楽天・岸投手、ソフトバンク・甲斐捕手、佐

藤・鈴木に言葉をいただき本当にありがとうございました。いつか、佐藤も鈴木もそして私も応

援に行かせていただきたいと思います）。 

 

  この日の試合、運良く勝利させていただきました。今大会は感染症対策のため、試合終了後の

取材等が監督・主将・指名された１名の計３名に限定されています。ここでも同じような驚き（喜

び）が・・指名されて取材を受けたこの日の先発投手・橋本の受け応えがしっかりしていたので

す。実はこの橋本、これまでそういう点でよく私に叱られるタイプだったのです（声が小さい！

しっかり喋れ！というような感じ）。 

 

  野球の技術的な部分の成長も嬉しいですが、やはり（野球を通じて）（その後の社会でプラスと

なるような）人間的な成長を感じた時が一番嬉しいです。私が成長させた訳ではなく、生徒が「部

活動」という集団活動で「勝手に」育ったのです。部活動を縮小させていくような（残念な）流

れがありますが、私達大人は、部活動での経験がその後の人生に大きな（プラスの）影響を与え

ていることに本当は気がついているハズです。必死に抵抗していきたいと思っています。 

 

  もう１試合戦う権利を得ました。頑張りたいと思います。 

                     

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練習試合の結果（大会直前） 

 

 ８月３日（月） 

  対大宮東高校    ３対１    勝利 

  対熊谷商業高校 １３×対１２   勝利 

８月５日（水）対大宮東高校 

    第 1 試合    ２対８    敗退 

第２試合    途中まで 

 

           通算成績  ９勝 ４敗 

 

 

次戦情報 

 

夏季選手権・代替埼玉大会・南部地区３回戦 

 

８月１３日（木） 

対 栄東・細田学園の勝者と 

１２時３０分～市営浦和球場（３塁側） 

 

無観客試合になりますので、 

心の中での応援をよろしくお願い致します。 


